
｢環境適合型ソーナー送受信方式の研究｣ 
に関する外部評価委員会の概要 

１  評価対象項目 

環境適合型ソーナー送受信方式の研究（所内試験終了時点） 

（計画担当：技術研究本部艦艇装備研究所） 

２  評価対象事項 

広帯域ソーナー関連技術 

３  事業の概要 

（１） 技術研究の目的 

潜水艦及び攻撃武器の高性能化に対処するため、これらを早期に探知・類別可能な

将来ソーナーに適用する広帯域のソーナー送受信方式に関する研究を行い、技術資料

を得る。 

（２） 研究開発線表 
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（３） 広帯域ソーナーとは 

別紙１参照 

４  外部評価委員会の概要 

（１） 日程・場所： 平成２０年９月１８日 

防衛省技術研究本部本部長会議室 

（２） 評価委員（職名は委員会開催時点。敬称略、五十音順） 

  （委員長）蜂屋  弘之  （東京工業大学 教授） 

  穴田 哲夫  （神奈川大学 教授） 

 中村 敏明  （防衛大学校 教授）  
 

（３） 説明者：技術研究本部 

艦艇装備研究所探知技術研究部海洋信号処理研究室 室長  江川 護 

艦艇装備研究所探知技術研究部海洋信号処理研究室 主研  永田 安彦 

（４） 研究の概要 
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（５） 議論・質疑が集まったところ 

・ 計算処理時間について 

・ 送信可能波形の詳細 

・ 送信波形の違いによる相関出力の違い 

 特に DS*の送信波形と相関出力について 

・ 適合整相処理における速力と雑音方向・レベルとの関係 

・ 広帯域雑音に対する適合整相処理の考え方 

・ 残響低減処理におけるセンシングパルスと運用方法との関係 

・ 実艦試験と台船試験の雑音低減効果の違う理由 

・ 送受信素子の構造 

・ 素子の受波感度について 

* DS ： Direct Sequence 

（６） 頂いたコメント、提言等 

・ 研究の方向性は間違っていない。計算処理速度の向上が望まれる。 

・ 送信波形を改良して物体の形状を識別する方式の検討が望まれる。 

・ 送受信素子という基盤技術の発展に伴い信号処理方式の幅も広がってくる。今後

も実機による実験を含めた送受信素子の研究を引き続き実施して頂きたい。 

５  外部評価委員会のまとめ 

新たな構造の送受信素子を用いることで広帯域化が実現され、従来の狭帯域に比べ、

より多くの信号波形の送受信が可能となり、また、信号処理方式の選択肢が広がったこ

とは非常に有意義である。 

今後は、より有効な運用のために、信号処理のリアルタイム化や他の処理方式の検討、

送受信素子のさらなる改良を行うことを期待する。 
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広帯域信号の特徴と信号処理
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適応処理の概要

広帯域のLFMセンシングパルスをソーナーから送信し、受信した波
形を基にして送信パルスの帯域毎のパルス長を制御し、信号対残
響・雑音比を最大化する処理
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適合整相処理の概要

（シェーディング係数をかけることで
副極レベルを下げる）
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